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1 はじめに

近年、情報通信技術の発展に伴い、インターネット上の検索履歴データや、blog、twitter

などを通して日々発信されるテキストデータ等、「ビッグデータ」と呼ばれる様々な種類

の情報が利用可能となっている。その中でも、Google が無料で提供している Google ト

レンドにより取得できる、Google検索数指数データを用いて様々なものを予測する研究

は多く行われている。そこで今回、日々変動する株価と Google検索指数の関係性に目を

付け、日本の株価変動において Google検索指数がどれほど影響を受けており、連動して

いるのかをいくつかの方法を用いて研究していく。

2 推定方法

VARモデルを用いる。VARを用いる目的として、１つには、複数の変数で予測精度向

上を図ることであり、もう１つには、変数間の動学的関係の分析を行うことである。

3 VARモデル

ベクトル自己回帰 (VAR) モデルは、AR モデルをベクトルに一般化したものであり、

VAR(p)モデルは yt を定数と自身の p期の過去の値に回帰したモデルである。すなわち、

yt = c+Φ1yt−1 + · · ·+Φpyt−p + ϵt , ϵt～W.N.(Σ)

というモデルである。ここで、cは n× 1定数ベクトルであり、Φi は n× n係数行列で

ある。

4 実現ボラティリティ

RV(m) は実現ボラティリティ（realized volatiuty）と呼ばれており、時間と共に変動す

るランダムなボラティリティの実現値である。実際の RV(m) の計算にあたっては、非均
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等間隔に並んだティックデータをそのまま用いるのではなく、5分間隔、30分間隔と言っ

た等間隔幅 h = ti− ti−1 = T/mのグリッド（格子）点を取り、各グリッド点において、直

近に起こった取引値により補間をする“直近ティック補間（previous-tickinterpolation）”

か、そのグリッドをはさむ両側（直前・直後）の取引値の線形補間（linear interpolation）

をするかが行われる。

5 Googleトレンド

Googleトレンドとは、あるトピックについての関連キーワードを入力すると、Google

におけるユーザーにより検索されたキーワードの検索回数を時間経過に沿ってどのように

変化したかを分析し、図１のように検索ボリュームが時系列に折れ線グラフで表示され、

その時々の「検索ユーザーの関心の高まり」がグラフやランキングにより一目でわかるよ

うになっている。

図 1 「マクドナルド」の 2014.9～2015.10の検索数指数
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